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＜現況写真＞

樹　木　点　検　調　査　書

 樹　木　No. NO1- 46

実施年度 令和6年度

点 検 者 名 竹内 克巳

点　検　日 令和7年1月7日

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

健全度判断基準

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

B（被害がみられる）→1つ以上該当

診断結果

約　　　　　ｃｍ

③枯枝（スタブカット）剪定が必要

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入）

枝

点検項目

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

①幹、開口空洞　

全
体

幹
・
根
元

　⑧建築限界を超えている枝はないか

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト

NO1-46

公園整備利活推進課

とうかえで樹 種 名

形状寸法 　　　樹高　　　　1200　㎝　　　幹周り　　280　㎝　　

「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

  ④木を押したら揺れないか

※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断）

3　判断理由
歩道側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

（　　　　～　　　　ｍ）

特 記 事 項

現況写真（異常個所）

②大枝、樹皮欠損腐朽　

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

① ②

③

① 幹、開口空洞 ② 大枝、樹皮欠損腐 ③ 枯枝（スタブカッ
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＜現況写真＞

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO2- 47

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 えのき NO2-47

形状寸法 　　　幹周り　　259　㎝　　 　　　樹高　　　　1500　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①幹、開口空洞　

②大枝、樹皮欠損腐朽　

③コウヤクタケが発生している

④枯枝（スタブカット）歩道上部に枯れ枝至急剪定が必要

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
歩道側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

②

③

① 幹、開口空洞 ② 大枝、樹皮欠損腐 ③ 大枝 コウヤクタ

④
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＜現況写真＞

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO3-48

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 えのき NO3-48

形状寸法 　　　幹周り　　162　㎝　　 　　　樹高　　　　1100　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①大枝、樹皮欠損腐朽　

②枯枝、歩道上部に枯れ枝至急剪定が必要（多数あり）

③幹、癒合あり

ツルの巻き付き有り

根元にヤマブキ有り

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
歩道側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

②

③

① 幹、開口空洞 ② 大枝、樹皮欠損腐 ③ 大枝 コウヤクタ
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＜現況写真＞

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO4- 51

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

  ⑤不自然に幹が傾いていないか 〇

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
歩道側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①幹、広場側に傾きあり

②幹、フェンス接触（接触部フェンス撤去必要あり）

③枯枝、歩道上部に枯れ枝至急剪定が必要

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 とうかえで NO4-51

形状寸法 　　　幹周り　　191　㎝　　 　　　樹高　　　　1300　㎝

①

②

① 幹、広場側に傾きあり ② 幹、フェンス接触 ③ 枯枝

③
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＜現況写真＞

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO5- 52

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
歩道側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①幹、開口空洞　（多数あり）

②大枝、樹皮欠損腐朽

③枯枝、歩道上部に枯れ枝至急剪定が必要

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 さくら NO5-52

形状寸法 　　　幹周り　　124　㎝　　 　　　樹高　　　　1100　㎝

①

②

① 幹、開口空洞 ② 大枝、樹皮欠損腐 ③ 枯枝

③
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＜現況写真＞

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO6-55

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
大谷石の擁壁近くに植栽されていて、根
鉢径の確保が困難であり、根元の開口

空洞の被害が著しい為

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①根元、開口空洞　（著しい被害がみられる）

②根元、樹皮欠損

③幹、樹皮欠損

打診音異常0～1ｍ（大）

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　0　　～　1　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 はりえんじゅ NO6-55

形状寸法 　　　幹周り　　119　㎝　　 　　　樹高　　　　900　㎝

①
②

① 根元、開口空洞 ②根元、樹皮欠損 ③幹、樹皮欠損

③
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＜現況写真＞

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO7- 59

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか 〇

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
歩道側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①幹、樹皮欠損

②幹の傾きあり

※大谷石擁壁押し出しあり

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 とうかえで NO7-59

形状寸法 　　　幹周り　　143　㎝　　 　　　樹高　　　　900　㎝

①

②

① 幹、樹皮欠損 ②幹の傾きあり
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＜現況写真＞

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO8- 64

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由 伐採処理済みのため
C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害

の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①伐採処理済み

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 さくら NO8-64

形状寸法 　　　幹周り　　　　　　　㎝　　 　　　樹高　　　　　　　　㎝

①

① 伐採処理済み
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＜現況写真＞

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO9- 65

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
歩道側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①幹、樹皮欠損

※被圧をうけ片枝樹形

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 えのき NO9-65

形状寸法 　　　幹周り　　148　㎝　　 　　　樹高　　　　1300　㎝

①

① 幹、樹皮欠損
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＜現況写真＞

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO10- 66

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
大谷石の擁壁近くに植栽されていて、根
鉢径の確保が困難であり、根元の開口

空洞の被害が著しい為

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①根元、開口空洞（著しい被害がみられる）

②幹、樹皮欠損

③枯枝、至急剪定が必要

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 はりえんじゅ NO10-66

形状寸法 　　　幹周り　　117　㎝　　 　　　樹高　　　　1250　㎝

①

① 根元、開口空洞 ②幹、樹皮欠損 ③枯枝、至急剪定が必要

③

②
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＜現況写真＞

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO11-71
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 はりえんじゅ NO11-71

形状寸法 　　　幹周り　　413　㎝　　 　　　樹高　　　　1500　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①大枝、開口空洞

②鋼棒貫入異常L＝25ｃｍ

③大枝、樹皮欠損

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　25　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
歩道側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

① 大枝、開口空洞 ②鋼棒貫入異常 ③大枝、樹皮欠損

③

②
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＜現況写真＞

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO12- 73
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 とうかえで NO12-73

形状寸法 　　　幹周り　238　㎝　　 　　　樹高　　　　1200　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①幹、樹皮欠損

②幹、樹皮欠損

③鋼棒貫入異常L＝25ｃｍ

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　25　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
歩道側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

① 幹、樹皮欠損 ②幹、樹皮欠損 ③鋼棒貫入異常

③

②
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＜現況写真＞

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO13-75

339



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 はりえんじゅ NO13-75

形状寸法 　　　幹周り　193　㎝　　 　　　樹高　　　　1900　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

被圧を受け片枝樹形であるが、概ね良好である。

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
歩道側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの
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＜現況写真＞

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO14-76
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 はりえんじゅ NO14-76

形状寸法 　　　幹周り　208　㎝　　 　　　樹高　　　　1900　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

被圧を受け片枝樹形であるが、概ね良好である。

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
歩道側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

342



＜現況写真＞

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO15-126

343



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 さくら NO15-126

形状寸法 　　　幹周り　342　㎝　　 　　　樹高　　　　1200　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①大枝、樹皮欠損腐朽

②大枝、コウヤクタケが発生

③枯枝、至急剪定が必要（多数あり）

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
通路側に大谷石の擁壁があり、植栽地

が狭く、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

① 大枝、樹皮欠損腐朽 ②大枝、コウヤクタケ ③枯枝

③

②
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＜現況写真＞

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO16- 135

345



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 さくら NO16-135

形状寸法 　　　幹周り　284　㎝　　 　　　樹高　　　　1100　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①大枝、樹皮欠損腐朽

②根元、樹皮欠損

③枯枝、至急剪定が必要（多数あり）（かかり枝あり）

※大谷石の押し出しあり

※つるの巻き付きあり

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
通路側大谷石の擁壁際に、植栽されて

いる為、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

① 大枝、樹皮欠損腐朽 ②根元、樹皮欠損腐朽 ③枯枝

③

②

346



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO17-156

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

347



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
周囲に樹木が無い為、根鉢径の確保は
できるが片側がのり面になっている為、

注意が必要である。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①枯枝、至急剪定が必要（多数あり）

②ツルの巻き付きあり　（撤去が必要）

③根元、石飲み込み

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 とうかえで NO17-156

形状寸法 　　　幹周り　429　㎝　　 　　　樹高　　　　1100　㎝

①

① 枯枝 ②ツルの巻き付きあり ③石の飲み込みあり

③

②

348



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO18- 160

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

349



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
周囲に樹木が無い為、根鉢径の確保は
できるが根元にササが密に生えている

為、撤去が必要である。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①大枝、、開口空洞

②枯枝、至急剪定が必要（多数あり）

③根元周辺ササが密に生えている

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 えのき NO18-160

形状寸法 　　　幹周り　172　㎝　　 　　　樹高　　　　900　㎝

①

① 大枝、開口空洞 ②枯枝 ③根元にササが生えてい

③

②

350



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO19-163

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

351



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
周囲に樹木が無い為、根鉢径の確保は
できるが根元周辺に実生木・ササが多

い為、注意が必要である。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①大枝、、樹皮欠損

②枯枝、剪定が必要（多数あり）

③ツルの巻き付きあり

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 えのき NO19-163

形状寸法 　　　幹周り　158　㎝　　 　　　樹高　　　　800　㎝

①

① 大枝、樹皮欠損 ②枯枝 ③ツルの巻き付きあり

③
②

352



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO20-164

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

353



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由

周囲に樹木が無い為、根鉢径の確保はできるが
根元周辺に実生木・ササが多い、また、根元にマ
ンネンタケが発生してる為、精密診断の結果をみ

て判断する必要がある。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①根元、マンネンタケが発生している

②大枝、開口空洞

③枯枝、剪定が必要（多数あり）

④大枝、樹皮欠損腐朽（多数）

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 さくら NO20-164

形状寸法 　　　幹周り　198　㎝　　 　　　樹高　　　　800　㎝

①

① 根元、マンネンタケ ②大枝、開口空洞 ③枯枝

③
②

④

354



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO21- 166

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

355



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
22ヒマラヤスギと近接して植栽されてい
る為、根が競合し根鉢径の確保が困難

な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①枯枝、スタブカット剪定が必要（多数あり）

②かかり枝あり剪定が必要

③根元周辺ササが密に生えている

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 ひまらやすぎ NO21-166

形状寸法 　　　幹周り　256　㎝　　 　　　樹高　　　　2000　㎝

①

① 枯枝、スタブカット ②かかり枝 ③根元周辺ササが密

③

②

356



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO22- 167

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

357



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
21ヒマラヤスギと近接して植栽されてい
る為、根が競合し根鉢径の確保が困難

な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①枯枝、スタブカット剪定が必要（多数あり）

②根元周辺ササが密に生えている

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 ひまらやすぎ NO22-167

形状寸法 　　　幹周り　327　㎝　　 　　　樹高　　　　2100　㎝

①

① 枯枝、スタブカット ②根元周辺ササが密

②

358



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO23-168

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

359



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
周囲に樹木が無い為、根鉢径の確保は
できるが根元にササが密に生えている

為、撤去が必要である。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①枯枝、剪定が必要（多数あり）

②根元周辺ササが密に生えている

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 えのき NO23-168

形状寸法 　　　幹周り　127　㎝　　 　　　樹高　　　　900　㎝

①

① 枯枝 ②根元周辺ササが密

②

360



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO24-179

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

361



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
大谷石の擁壁近くに植栽されていて、根
鉢径の確保が困難であり、根元・幹にコ

フキタケが多数発生している為

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①コフキタケが発生している（多数）

②幹、樹皮欠損腐朽

③大枝、樹皮欠損腐朽（多数）（コウヤクタケが発生）

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 さくら NO24-179

形状寸法 　　　幹周り　351　㎝　　 　　　樹高　　　　1200　㎝

①

① コフキタケ多数 ②樹皮欠損腐朽 ③樹皮欠損腐朽（コウヤクタ

②

③

362



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO25- 182

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

363



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由 伐採処理済みのため
C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害

の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①伐採処理済み

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 えのき NO25-182

形状寸法 　　　幹周り　　　　　　　㎝　　 　　　樹高　　　　　　　　㎝

①

① 伐採処理済み

364



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO26- 188

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

365



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
大谷石の擁壁近くに植栽されていて、根

鉢径の確保が困難である為

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①幹、樹皮欠損

②幹、ツタ巻き付き

③大谷石側のり面

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 えのき NO26-　188

形状寸法 　　　幹周り　224　㎝　　 　　　樹高　　　　1300　㎝

①

① 幹、樹皮欠損 ②幹、ツタ巻き付き ③大谷石側のり面

②

③

366



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO27- 189

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

367



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
大谷石の擁壁近くに植栽されていて、根

鉢径の確保が困難である為

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①根元、開口空洞

②幹、樹皮欠損腐朽

③幹、開口空洞

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 はりえんじゅ NO27-189

形状寸法 　　　幹周り　130　㎝　　 　　　樹高　　　　800　㎝

①

① 根元、開口空洞 ②幹、樹皮欠損腐朽 ③幹、開口空洞

②

③

368



＜現況写真＞

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO28- 199

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

369



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 さくら NO28-199

形状寸法 　　　幹周り　365　㎝　　 　　　樹高　　　　1300　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①根元、ベッコウタケが多数発生している

②大枝、開口空洞

③大枝、樹皮欠損腐朽

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由

片側がのり面で、変形になるが根鉢径の確保は
出来るが、根元にベッコウタケが発生している
為、精密診断の結果をみて判断する必要があ

る。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

① 根元、ベッコウタケ ②大枝、開口空洞 ③大枝、樹皮欠損腐朽

②

③

370



＜現況写真＞

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO29-202

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

371



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 さくら NO29-202

形状寸法 　　　幹周り　274　㎝　　 　　　樹高　　　　830　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①根元、ベッコウタケが多数発生している

②大枝、開口空洞多数あり

③枯枝、剪定が必要（多数あり）

④幹、コフキタケが発生している

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
根鉢径の確保は出来るが、根元にベッコウタケ幹
にコフキタケが発生している為、精密診断の結果

をみて判断する必要がある。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

① 根元、ベッコウタケ ②大枝、開口空洞 ③大枝、樹皮欠損腐朽

②

③

④

372



＜現況写真＞

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO30-214

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

373



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 さくら NO30-214

形状寸法 　　　幹周り　157　㎝　　 　　　樹高　　　　950　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①根元、開口空洞

②大枝、樹皮欠損腐朽

③枯枝、至急剪定が必要

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
根鉢径の確保は出来るが、片側が傾斜
地になっている為注意が必要である。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

① 根元、開口空洞 ②大枝、樹皮欠損腐朽 ③枯枝

②

③

374



＜現況写真＞

樹　木　点　検　調　査　書

 樹　木　No. NO31- 215

実施年度 令和6年度

点 検 者 名 竹内 克巳

点　検　日 令和7年1月7日

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

375



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

健全度判断基準

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

B（被害がみられる）→1つ以上該当

診断結果

約　　　　　ｃｍ

※216エノキと根元共合している

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入）

枝

点検項目

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

①幹、開口空洞　

全
体

幹
・
根
元

　⑧建築限界を超えている枝はないか

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト

NO31-215

公園整備利活推進課

えのき樹 種 名

形状寸法 　　　樹高　　　　1100　㎝　　　幹周り　　140　㎝　　

「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

  ④木を押したら揺れないか

※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断）

3　判断理由
32エノキと根が競合していて、根鉢径の

確保が困難な為。

（　　　　～　　　　ｍ）

特 記 事 項

現況写真（異常個所）

②根元周辺ササが密に生えている

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

①

②

① 幹、開口空洞 ②根元周辺ササが密に生えてい
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＜現況写真＞

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO32- 216

377



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 えのき NO32-216

形状寸法 　　　幹周り　　275　㎝　　 　　　樹高　　　　1700　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①大枝、樹皮欠損　

③枯枝剪定が必要（多数あり）

※215エノキと根元共合している

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
31エノキと根が競合していて、根鉢径の

確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

②

① 大枝、樹皮欠 ② 枯枝

378



＜現況写真＞

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO33- 217
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 もちのき NO33-217

形状寸法 　　　幹周り　　173　㎝　　 　　　樹高　　　　1000　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①幹枯れ　

②大枝、樹皮欠損腐朽

③幹、開口空洞

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
根鉢径は確保できるが、幹枯れや開口
空洞、樹皮欠損腐朽の被害が著しく進

行している為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

②

③

① 幹枯れ ② 大枝、樹皮欠損腐 ③ 幹、開口空洞
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＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO34- 223

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
近接樹木35すだじいと距離が近く、根が
競合していて、根鉢径の確保が困難な

為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①幹、開口空洞

②大枝、シイサルノコシカケが発生している

③枯枝、剪定が必要

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 すだじい NO34-223

形状寸法 　　　幹周り　　275　㎝　　 　　　樹高　　　　1200　㎝

①

②

① 幹、開口空洞 ② 大枝、シイサルノコシカ ③ 枯枝

③

382



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO35- 224

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
近接樹木34すだじいと距離が近く、根が
競合していて、根鉢径の確保が困難な

為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①根元、開口空洞　（多数あり）

②幹、開口空洞

③枯枝、剪定が必要

※223すだじいに被圧されている

※　打診音異常（大）1.2～2.0ｍ

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　1.2　～2.0　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 すだじい NO35-224

形状寸法 　　　幹周り　　142　㎝　　 　　　樹高　　　　1150　㎝

①

②

① 根元、開口空洞 ② 幹、開口空洞 ③ 枯枝

③

384



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月7日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO36- 225

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

385



　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
周囲に樹木が無い為、根鉢径の確保は
できるが根元・幹に著しい被害がみられ

る為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①根元・幹、樹皮欠損腐朽

②幹、コウヤクタケが発生している

③枯枝、剪定が必要

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 もちのき NO36-225

形状寸法 　　　幹周り　　119　㎝　　 　　　樹高　　　　1200　㎝

①
②

① 根元、樹皮欠損腐朽 ②幹、コウヤクタケ ③枯枝

③
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＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月9日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO37- 226

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
近接樹木38すだじいと距離が近く、根が
競合していて、根鉢径の確保が困難な

為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①根元、コウヤクタケが発生している

②幹、樹皮欠損腐朽

③枯枝、剪定が必要

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 すだじい NO37-226

形状寸法 　　　幹周り　　136　㎝　　 　　　樹高　　　　1300　㎝

①

②

① 根元、コウヤクタケ ②幹、樹皮欠損腐朽 ③枯枝

③
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＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月9日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO38- 227

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか 〇

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
近接樹木37すだじい.38すだじいと距離が近く、根
が競合していて、根鉢径の確保が困難で、開口

空洞等の被害が著しい為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①大枝、樹皮欠損腐朽

②大枝、開口空洞（多数あり）

③枯枝、剪定が必要（多数あり）

※打診音異常（大）0～2.5ｍ

※被圧で傾いている

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　0　～2.5ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 すだじい NO38-227

形状寸法 　　　幹周り　　185　㎝　　 　　　樹高　　　　1300　㎝

②

① 大枝、樹皮欠損腐朽 ②大枝、開口空洞 ③枯枝

③

①

390



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月9日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO39-228

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
近接樹木38すだじいと距離が近く、根が
競合していて、根鉢径の確保が困難な

為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①枯枝、剪定が必要

※下枝が無く、上部に枝が集中している

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 あかまつ NO39-228

形状寸法 　　　幹周り　　186　㎝　　 　　　樹高　　　　1750　㎝

①

① 枯枝

392



＜現況写真＞

点　検　日 令和7年1月9日

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO40- 229

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
近接樹木39と距離が近く、根が競合して

いて、根鉢径の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①枯枝、剪定が必要

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 けやき NO40-229

形状寸法 　　　幹周り　　139　㎝　　 　　　樹高　　　　1200　㎝

①

① 枯枝
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＜現況写真＞

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO41- 230

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月9日
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 すだじい NO41-230

形状寸法 　　　幹周り　　178　㎝　　 　　　樹高　　　　1500　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①幹、開口空洞

②大枝、開口空洞

③枯枝

打診音異常（大）1～2ｍ

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　1　～　　2　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
近接樹木42あかまつと距離が近く、根
が競合していて、根鉢径の確保が困難

な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

① 幹、開口空洞 ②大枝、開口空洞 ③枯枝

③

②
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＜現況写真＞

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO42- 233

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月9日
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか 〇

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 あかまつ NO42-233

形状寸法 　　　幹周り　171　㎝　　 　　　樹高　　　　1900　㎝

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

①幹、樹皮欠損

②枯枝（スタブカット）剪定が必要（多数）

※幹に傾斜がある

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
近接樹木41すだじい.43すだじいと距離
が近く、根が競合していて、根鉢径の確

保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

①

① 幹、樹皮欠損 ②枯枝（スタブカット）

②
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＜現況写真＞

点 検 者 名 竹内 克巳

樹　木　点　検　調　査　書

実施年度 令和6年度

 樹　木　No. NO43- 234

所　在　地 世田谷区上用賀四丁目36番

点　検　日 令和7年1月9日
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　　　　　　　　　　　　　　　公園管理事務所

樹木番号

箇所
あり

（○記入）

〇

〇

  ⑤不自然に幹が傾いていないか

  ⑥枯れている枝がないか 〇

　⑦枝の分岐部に異常がないか

1　健全度

2　移植の可否

A　　・　　B　　・　　C A（概ね良好・異常なし）→点検項目該当なし

　可　　・　　不可　　・　　要診断（外観・精密診断） B（被害がみられる）→1つ以上該当

3　判断理由
近接樹木42あかまつ.45ひまらやすぎと
距離が近く、根が競合していて、根鉢径

の確保が困難な為。

C（著しい被害がみられる）→該当があり、その被害
の程度が大きいもの

鋼棒貫入長（Ｂ該当の場合必須、最大値記入） 約　　　　　ｃｍ

現況写真（異常個所）

診断結果 健全度判断基準

①幹、開口空洞

②大枝、開口空洞（多数あり）

③枯枝、剪定が必要（多数あり）

打音異常範囲（Ａ該当の場合必須） （　　　　～　　　　ｍ）

幹
・
根
元

  ④木を押したら揺れないか

枝

　⑧建築限界を超えている枝はないか

特 記 事 項 ※特記事項：その他気がついた点、キノコの種類など点
検項目で【あり】となったものの補足説明すること。

点検項目 「あり｣の場合の詳細（箇所図示・状況説明等）

全
体

  ①開口空洞はないか

  ②キノコがはえていないか

  ③樹皮の異常(凹み・変色・枯死等）がないか

 Ａ　打音異常がないか（上記該当の場合）

 Ｂ　鋼棒貫入異常がないか（上記該当の場合）

樹 木  点 検 調 査 シ ー ト
公園整備利活推進課

樹 種 名 すだじい NO43-234

形状寸法 　　　幹周り　　206　㎝　　 　　　樹高　　　　1600　㎝

②

① 幹、開口空洞 ②幹、開口空洞 ③枯枝

③

①
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